
最近、 スプレー缶 ・ カセットボンベ
の事故が増えています！
ガスが残った古いスプレー缶 ・ カセットボンベ

からガス漏れをおこす事がございます。

処分方法等は、各自治体にお問合せください！

屋外の火の気のない風通しの良いところで、カセットガスのキャップを外し、

先端を下にして、先端部をコンクリートなどに押し付けてください。

そうすることにより、ガスが抜けていきます。

ガスが出なくなった後、振っていただき、「サラサラ」とした音がしなければ

ガスが抜けて空になっています。

ガスを抜いた後は、お住まいの地域自治体のごみ出しの取り決めに従って廃棄ください。

■ガスが残ったスプレー缶 ・ カセットボンベのガス抜き作業

■スプレー缶 ・ カセットボンベを捨てる前に･･･確認！
①捨てる時は、 振って確認してください。

②「シャカシャカ」 と音がしたら、 ガスが残っています。

③もしガスが残ったままカセットボンベを捨ててしまうと･･･

ごみ収集車がガスの残ったボンベを回収した場合

ごみ収集車でガス漏れ火災の原因になったり、 焼却炉で爆発し

事故の原因となります。

スプレー缶・カセットボンベ


